
天竜川勉強会 ～天竜川とともに生きる～(第2回) 開催報告
中部地方整備局 浜松河川国道事務所

浜松河川国道事務所は浜松市とともに平成29年2月16日（木）、佐久間歴史と民話の郷会館に
おいて「天竜川勉強会～天竜川とともに生きる～(第2回)」を開催し約110名の方が参加しました。

勉強会は佐久間ダム完成60年を期に企画(第1回を昨年10月に開催)したもので、今回は(元)
佐久間町 三遠南信道路・佐久間ダム対策課長の大石氏、NPO法人がんばらまいか佐久間 理事長
の和田氏による地域に根ざした講演につづき、(株)安藤・間のご厚意により映画「佐久間ダムの建
設と暮らし」を鑑賞しました。

 大石氏の講演「佐久間ダム堆積土砂対策の事業化に向けた経緯と有
効利用について」では、佐久間ダム堆積土砂の量としての豊富さ、土木
建築資材や土壌改良材など質としての有用性が紹介され、佐久間地
域における雇用の場の創出への展望が示されました。

 和田氏の講演「佐久間町におけるがんばらまいか佐久間の活動」で
は、（旧）佐久間町の浜松市への編入合併を期に行政・民間サービス
の隙間をうめることを目的に会が発足した経緯につづき、NPOタクシー
や敬老会など高齢化への対応、そばづくりなどの地域おこし、定住促進
などの過疎化対策 、「ふるさとの森」整備などの交流、アワビの陸上養
殖など多様な取組を民主的に進めていることが紹介されました。

 映画｢佐久間ダムの建設と暮らし｣の鑑賞では、当時の佐久間町の人
々の暮らしや情景を懐かしむ声が多くあがりました。
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